





は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-
ʻUmarī）著『高貴なる用語の解説』（ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・ʰ　ａˡ︲šａｒīｆ　以下『高貴なる用語』
と略）のアラビア語原典からの日本語訳注である。本稿では，al-Droubi の校訂本231頁 ₁ 行
目から251頁14行目までのテキストに対する訳注を掲載する。著者および本書とそのテキス
トなどに関しては，訳注（ ₁ ）の「はじめに」を参照されたい。




























































































2 ）　校訂では wa al-sarmadīya al-kamāl となっているが，Ｌ写本に従い wa al-sarmadīya wa al-kamāl
と，wa を補って読んだ。







































8 ）　al-Qadarīya. 校訂は al-Qadarī とするが，Ｂ写本［f. 79b］，D1写本［f. 148a］，D2写本［f. 
94b］， Ｆ写本［f. 104b］，Sh写本［f. 127a］に従い修正した。
9 ）　カダル派は人間の自由意思を強調するが，当初彼らは人間が行為を「創造する」とは言わな
かったようである［“K・adar,” EI1］。例えば，D・irār b. ʻAmr (ca. 110～200/728～815年）─ムー
タズィラ派ともされるが─は，神は人間の行為を含めすべてを創造するが，行為を行うのは
人間であり，人間がその責任を負うという考えをもっていたらしい［“D・irār b. ʻAmr,” EI2
（Supplement）］。




11）　Hišām b. ʻAbd al-Malik. ウマイヤ朝第10代カリフ。在位105～125/724～743年。
12）　Marwān b. Muh・ammad. ウマイヤ朝第14代カリフ。マルワーン ₂ 世。在位127～132/744～750年。
13）　「あなたに起こったことは不可避であり，あなたを避け〔て起こらなかっ〕たことはあなたに
起こることなどない」というハディースの一節を踏まえた表現。この一節は，たとえば，Ａｂū　













































































































ルート版210頁注1，Ｓ・ｕｂ・ʰ［v. 13: 353］に従い wārat と読んだ。この箇所では憎しみが擬人的に
表現されている。
21）　校訂テキストには kāna bi-hi sabab yustad
－
nabu とあるが，諸写本およびベイルート版210頁に
従い sabab を除いて読んだ。校訂237頁注 ₆ を参照。
22）　校訂テキストでは āmin となっているが，諸写本およびベイルート版210頁に従い amn と読んだ。
23）　ウマイヤ朝期の詩人 Kut
－
ayyir ʻAzza，Gˇamīl，ʻUmar b. Abī Rabīʻa いずれかの詩の一節［研究
篇：239頁］。




































































29）　bi-magˇābī-hi. ベイルート版212頁では，magˇābī ではなく，同じく「税」の意味をもつ gˇibāya
と校訂されているが，校訂239頁注20にある通り，Ｓ・ｕｂ・ʰ［v. 14：18］によるものである。写本で
は，D1写本［f. 152a］，D2写本［f. 97a］，Sh 写本［f. 130b］を除くと弁別点が欠けているが，
参照した全ての写本で gˇīm の前に mīm がある。
30）　al-kalimatāni. イスラームの信仰告白において発言される「アッラーのほかに神なし」「ムハン
マドは神の使徒である」の二つの文言を指す。



























































































































38）　714年11月28日 /1315年 ₃ 月13日に遠征軍派遣の命令が発せられ，カイロから出発した遠征軍











































































の写本（L，Ld［f. 71a］，S1［f. 164a］，S2［f. 139b］）では「ドゥーム（al-Dūm）」となっている。
49）　gˇibāl al-maʻdin. エジプト南部のベジャ地方にある城塞都市アッラーキー（ʻAllāqī）には有名な










52）　Tīh Banī Isrāʼīl. シナイ半島の荒野。モーセとイスラエルの民が出エジプト後にさまよったと
される［研究篇：241頁］。
53）　al-Zaʻqa. Muh・ammad Ramzī によれば，al-Zaʻqā。シナイ半島のアリーシュ（al-ʻArīš）とラ
ファフ（Rafah・）の間で，駅逓の中継地があったという［ʀａⅿｚī, pt. 1: 66; 研究篇：241頁］。
54）　Rafah・. シナイ半島北部，アリーシュの東方45km に位置し，古代より知られる［ʀａⅿｚī, pt. 2, 
































あった［ʀａⅿｚī, pt. 1: 53; 研究篇：242頁］。
56）　al-Luyūna? アレクサンドリアの郊外（d・awāh・ī）にあるとされるが［ʀａⅿｚī, pt. 1: 105; 研究
篇：242頁］，詳しい位置は不明。
57）　al-ʻUmaydīn? 不明。なお，Ｆ写本［f. 111a］と Ld 写本［f. 71b］では al-ʻ-m-y-d，S2写本［f. 
140a］では al-ʻ-m-d-y-n と綴られている。
58）　al-ʻAqaba. 校訂者は，ʀａⅿｚī を引いて，これを紅海の港町 ʻAqabat Ayla に比定するが［研究
篇：242頁］，文脈からして，この比定は妥当ではない。カルカシャンディーのいう ʻAqabat 
Barqa を指すと考えられる［Ｓ・ｕｂ・ʰ, v. 3: 232, v. 7: 376］。ただし，カルカシャンディーは，ʻAqabat 
Barqa を現リビアのトリポリとバルカ（Barqa）の間にあったとするが，Georgette Cornu によ
れば，それよりも東，バルカとアレクサンドリアの間に al-ʻAqaba という地名があったという


























































































70）　faddān. 土地の面積を表す単位。カルカシャンディーによると ₁ ファッダーンは400平方カサ
バ（qas・aba. 長さの単位， ₁ カサバは399cm），すなわち6,368m




aġr al-Islām al-muftarr. t
－
aġr という語には，「境域」の他に「前歯」の意味もある。後者の意






























道の関所が置かれていたが，20世紀前半には荒廃していた［研究篇：245頁 ; ʀａⅿｚī, pt. 1: 350－
351］。現代の地図では，カンタラから国道沿いにアリーシュ方面へ40km 余り進んだ地点で，国












al-ʻUmarī, Šihāb al-Dīn Ah・mad b. Yah・yā b. Fad・l Allāh.  ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・ʰ　ａˡ︲šａｒīｆ.  （『高貴
なる用語』）
校訂：ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・ʰ　ａˡ︲šａｒīｆ　ˡ︲ɪｂｎ　Ｆａｄ・ˡ 　Ａˡˡāʰ　ａˡ︲ʻＵⅿａｒī. （Vol. 2 of Ａ　Ｃｒｉｔｉｃａˡ　Ｅｄｉｔｉｏｎ　
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ｓʰａｒīｆ.”）  Ed. Samir al-Droubi.  al-Karak: Muʼta University, 1992.
ベイルート版：ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・ʰ　ａˡ︲šａｒīｆ.  Ed. Muh・ammad H・usayn Šams al-Dīn.  Bayrūt: 
Dār al-Kutub al-ʻIlmīya, 1988.
『高貴なる用語の解説』写本
B：Ms. 8639. Deutsche Staatsbibliothek, Berlin.
D1：Ms. Adab 57. Dār al-Kutub al-Mis・rīya, al-Qāhira.
D2：Ms. Adab 2134. Dār al-Kutub al-Mis・rīya, al-Qāhira.
F：Ms. Arabe 5872. Bibliothèque Nationale, Paris.
L：Ms. 659.  Karl Marx Universität, Leipzig.（底本）
Ld：Ms. Or. 352. Universiteit Leiden, Leiden.
S1：Ms. Árabe 1639. Real Biblioteca del Monasterio, Escorial.
S2：Ms. Árabe 1640. Real Biblioteca del Monasterio, Escorial.
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